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編 集 後 記
現行の健康保険制度には種々の欠点があ り それを是正する一方法として 療養費払いの併用
が 近頃 一部に於て 主張せ られている・これは 医育や研穽を目的としていない医療機関に
於ては 現行法だけであるよりも より良い事であろ うと思われ る・然 し 医育 研究機関であ
る大学病院に於ては 果して 妥当な方法であろうか・先ず 本法は 富める患者には適用出来
るが 貧 しい患者には適用出来ないのである・斯かる事は 大学病院の如 き機関に於ては適当で
はない.大学病院に於ては貧富に拘らず 必要な診療が行われるべきである・次に療養費払いに
於ても 審査を受けて 健保基準の範囲内だけの払戻 しを受けるが それ以外の分は患老の負担
になる.そこには明かに枠 即ち制限が存在 している・即ち療養費払いとい う観念の中には制限




の開始に当つて 現物給付制をとるか 或は医療費給付制(療 養費払い)を とるかを 患者と折
衝せねぽならぬ.それによつて診潭の方法を牽えてゆかねばならぬ.こ んな嘉は極めて煩わしく
医育や研究のために 何の役にも立たない.犬 学病院に於ては 医育に於ても研究に於ても 必
要にして最良なる検査と治療を行わねばならず 然 もそれは患者の貧富によつて区別を付けるこ




診療の内容 も向上してゆ く⑳であるから 研究を委託していると考えたならば 健保は研究費に
は全く,関係がないと云 うのも やや虫が良過ぎないであろうか(昭 和36年9丹).
◇




3・入会申込みは氏各(フ リガナ)・住所(雑 誌郵送先)・ 勤務先・職地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原著,臨床報告,そ の他.寄稿者は年間購読者に限る.
2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする.
3.原 稿は横書き,当用漢字,平仮名,新 仮名使いを用い,片仮名には括孤を要 しない.400
字詰原稿用紙を弔いること.附表,附図はなるべ く欧文にすること。
4.文 献の書式は次の如 くする.著者名:誌 名,巻数:頁 数,年 次.
例・中野:泌尿紀要・1:110・昭30・Lazarus,」・A.=J.Uro1.,45:527,1941.'5,300語以内の欧文抄録を記 し,之には欧文の標題,所属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な
るべくタイプライターを用いること・瀧 の場合は当編籟 にて穂 します 抄鯛 の繍 を
送ること.醗訳の実費は申受 く.
6・繊 柵4頁 迄領6・ ・円・それ以上の頁・アー・頁,図 表,写 真喉 費紳 受ける.別
冊20部を購 温 それ以上膿 費を徴収する・・醐 合には予め希望緻 を申込む。と.特別掲載も考慮
する.
7,校 正は初校のみ著者校正とし,再校以降は編集部が行 う.
8源 継 り先鯨 都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部
.
